
  

 

 

 

 

 

未来を担う子供たちを育てる視点 
 

 新しいテクノロジーにより、人々の働き方や子育てにも変化が及ぶよう

になってきています。 

今ある職業の中には、20 年前にはまったく存在しなかったものがたくさん

あります。これからの時代に対応していける人材を育成するためには、ど

のような子育てが必要なのでしょうか。Apple のワールドワイド教育マー

ケティング部門ディレクターのリズ・アンダーソン氏は、次のように述べ

ています。 

 

１ これからの時代に必要となる３つのスキル 

 (1)「頭」＝分析的・創造的思考 

    物事が急速に変化している現代社会において、企業は従業員に対し

ていつも 100％正しく理解することは期待していません。それよりも、

目の前の情報を分析して、批判的に考えることができ、その上で創造的

な解決策を見つける人を求めています。 

 

 (2)「心」＝自己認識・自己効力感 

    自分自身を正しく理解し、失敗してもそこから学び、成長できるような

強い心がある人を求めています。物事がうまくいかない時でもへこたれな

い「根性」と言い換えることができます。 

 

 (3)「手」＝テクノロジーを使いこなす力 

    ビジネス変革を推進し続けるためには、デジタルスキルは不可欠です。 

 

２ 「可能性」は至る所にある 

 ◎子供たちが夢中になれることをするためには、環境を整える必要がある。 

 ◎どんなことでも、子供が興味を持って取り組めば、それが将来的に求められるスキルにつな

がることもある。 

 ◎「今ある仕事」だけでなく「今はない仕事」を探していく 

                      好きこそものの上手なれ 
 

                       興味を持つこと、好きになることが大切です。 

                       情熱を持ち続けて取り組めば道は開けます。 

 

                      子供たちの夢を後押しする 
 

 

 

 

                                             所沢市立宮前小学校 

                       令和 6 年度 

                      №05 

 


